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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車外の情報を取得するために車内へと入射する光を受ける情報取得装置の配置に適した
ウインドシールドであって、
　ガラス板と、
　前記ガラス板に対する前記情報取得装置の固定と、前記車内を前記光が通過する光路を
含む光路空間と前記車内の乗車空間との間との遮光と、から選ばれる少なくとも一つの機
能を担うための固定及び／又は遮光用部材と、を備え、
　前記ガラス板と前記固定及び／又は遮光用部材とから選ばれる少なくとも一つの前記光
路空間に接する表面に、吸水性膜が配置され、
　前記吸水性膜は、撥水基と、金属酸化物成分と、吸水性樹脂と、を含み、
　前記撥水基は、撥水基含有加水分解性シリコン化合物に由来し、
　前記撥水基は、炭素数３～３０の鎖状又は環状のアルキル基、及び水素原子の少なくと
も一部をフッ素原子により置換した炭素数１～３０の鎖状又は環状のアルキル基からなる
群より選ばれる少なくとも１種のアルキル基であり、
　前記金属酸化物成分は、シリコン酸化物を含み、
前記吸水性膜の膜単位面積当たりの飽和吸水量Ｗｓが１ｇ／ｍ2以上であり、
　相対湿度が横軸に示され、吸着した水蒸気量が縦軸に示され、前記飽和吸水量の値が原
点よりも前記縦軸の上方に位置する直交座標系において、前記吸水性膜の水蒸気の吸着等
温線が、前記相対湿度２０～９０％の区間において下方に凸となる曲線となる、との条件
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Ａ１と、
　前記吸水性膜の水蒸気の吸着等温線において、相対湿度を７０％から９５％に上昇させ
たときの前記吸水性膜の吸水量の増加をＡｂＨとしたときに、前記吸水量の増加ＡｂＨが
前記飽和吸水量Ｗｓの３５％よりも大きい、との条件Ｂ１、とから選ばれる少なくとも一
つを満たす、
　ウインドシールド。
　ただし、前記飽和吸水量、前記吸着等温線、及び前記吸水量の測定温度は１０℃とする
。
【請求項２】
　前記撥水基は、鎖状アルキル基である、請求項１に記載のウインドシールド。
【請求項３】
　前記撥水基は、直鎖アルキル基である、請求項２に記載のウインドシールド。
【請求項４】
　前記撥水基は、炭素数が１～８の鎖状アルキル基である、請求項２に記載のウインドシ
ールド。
【請求項５】
　前記撥水基は、炭素数が４～１６の鎖状アルキル基である、請求項２に記載のウインド
シールド。
【請求項６】
　前記撥水基は、炭素数が４～８の鎖状アルキル基である、請求項４または５に記載のウ
インドシールド。
【請求項７】
　前記撥水基は、ｎ－ヘキシル基である、請求項３～６のいずれか１項に記載のウインド
シールド。
【請求項８】
　前記吸水性膜が、少なくとも前記条件Ａ１を満たす、請求項１～７のいずれか１項に記
載のウインドシールド。
【請求項９】
　前記吸水性膜が、
　前記直交座標系において、前記吸水性膜の水蒸気の脱着等温線が、相対湿度２０～９０
％の区間において下方に凸となる曲線となる、との条件Ａ２をさらに満たす、請求項８に
記載のウインドシールド。
【請求項１０】
　前記吸水性膜が、少なくとも前記条件Ｂ１を満たす、請求項１～９のいずれか１項に記
載のウインドシールド。
【請求項１１】
　前記吸水性膜が、
　前記吸水性膜の水蒸気の脱着等温線において、相対湿度を９５％から７０％に低下させ
たときの前記吸水性膜の吸水量の減少をＤｅＨとしたときに、前記吸水量の減少ＤｅＨが
前記飽和吸水量Ｗｓの３０％よりも大きい、との条件Ｂ２をさらに満たす、請求項１０に
記載のウインドシールド。
【請求項１２】
　前記吸水性膜が、
　前記直交座標系において、前記吸着等温線における相対湿度８５％のときの前記吸水性
膜の吸水量Ａ85に相当する、前記吸水性膜の水蒸気の脱着等温線上の吸水量ＤＡ85が相対
湿度７５％以上に位置する、との条件Ｃをさらに満たす、請求項１～１１のいずれか１項
に記載のウインドシールド。
【請求項１３】
　前記吸水性膜と前記光路空間に接する前記表面との間に、前記吸水性膜を担持する第１
表面を有する基材と、前記基材の前記第１表面と反対側の第２表面に接する粘着剤層とが
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介在している、請求項１～１２のいずれか１項に記載のウインドシールド。
【請求項１４】
　前記吸水性膜が、少なくとも、前記固定及び／又は遮光用部材の前記光路空間に接する
前記表面に配置されている、請求項１～１３のいずれか１項に記載のウインドシールド。
【請求項１５】
　前記吸水性膜が、少なくとも、前記ガラス板の前記光路空間に接する前記表面に配置さ
れている、請求項１～１４のいずれか１項に記載のウインドシールド。
【請求項１６】
　前記吸水性膜が、前記ガラス板の前記光路空間に接する前記表面上に直接形成されてい
る、請求項１５に記載のウインドシールド。
【請求項１７】
　前記吸水性膜の表面に４ｍｇの水滴を滴下して測定した水の接触角が７０度以上である
、請求項１～１６のいずれか１項に記載のウインドシールド。
【請求項１８】
　ガラス板と、前記ガラス板の表面に配置された吸水性膜を備えたウインドシールド用ガ
ラス製品であって、
　前記吸水性膜は、撥水基と、金属酸化物成分と、吸水性樹脂とを含み、
　前記撥水基は、撥水基含有加水分解性シリコン化合物に由来し、
　前記撥水基は、炭素数３～３０の鎖状又は環状のアルキル基、及び水素原子の少なくと
も一部をフッ素原子により置換した炭素数１～３０の鎖状又は環状のアルキル基からなる
群より選ばれる少なくとも１種のアルキル基であり、
　前記金属酸化物成分は、シリコン酸化物を含み、
　前記吸水性膜の膜単位面積当たりの飽和吸水量Ｗｓが１ｇ／ｍ2以上であり、
　相対湿度が横軸に示され、吸着した水蒸気量が縦軸に示され、前記飽和吸水量の値が原
点よりも前記縦軸の上方に位置する直交座標系において、前記吸水性膜の水蒸気の吸着等
温線が、前記相対湿度２０～９０％の区間において下方に凸となる曲線となる、との条件
Ａ１と、
　前記吸水性膜の水蒸気の吸着等温線において、相対湿度を７０％から９５％に上昇させ
たときの前記吸水性膜の吸水量の増加をＡｂＨとしたときに、前記吸水量の増加ＡｂＨが
前記飽和吸水量Ｗｓの３５％よりも大きい、との条件Ｂ１、とから選ばれる少なくとも一
つを満たす、
　ウインドシールド用ガラス製品、
　ただし、前記飽和吸水量、前記吸着等温線、及び前記吸水量の測定温度は１０℃とする
。
【請求項１９】
　前記撥水基は、鎖状アルキル基である、請求項１８に記載のウインドシールド用ガラス
製品。
【請求項２０】
　前記撥水基は、直鎖アルキル基である、請求項１９に記載のウインドシールド用ガラス
製品。
【請求項２１】
　前記撥水基は、炭素数が１～８の鎖状アルキル基である、請求項１９に記載のウインド
シールド用ガラス製品。
【請求項２２】
　前記撥水基は、炭素数が４～１６の鎖状アルキル基である、請求項１９に記載のウイン
ドシールド用ガラス製品。
【請求項２３】
　前記撥水基は、炭素数が４～８の鎖状アルキル基である、請求項２１または２２に記載
のウインドシールド用ガラス製品。
【請求項２４】
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　前記撥水基は、ｎ－ヘキシル基である、請求項２０～２３のいずれか１項に記載のウイ
ンドシールド用ガラス製品。
【請求項２５】
　基材と、前記基材の第１表面に担持された吸水性膜と、前記第１表面の反対側の前記基
材の第２表面に形成された粘着剤層と、を備えた防曇部材とであって、
　前記吸水性膜は、撥水基と、金属酸化物成分と、吸水性樹脂とを含み、
　前記撥水基は、撥水基含有加水分解性シリコン化合物に由来し、
　前記撥水基は、炭素数３～３０の鎖状又は環状のアルキル基、及び水素原子の少なくと
も一部をフッ素原子により置換した炭素数１～３０の鎖状又は環状のアルキル基からなる
群より選ばれる少なくとも１種のアルキル基であり、
　前記金属酸化物成分は、シリコン酸化物を含み、
　前記吸水性膜の膜単位面積当たりの飽和吸水量Ｗｓが１ｇ／ｍ2以上であり、
　相対湿度が横軸に示され、吸着した水蒸気量が縦軸に示され、前記飽和吸水量の値が原
点よりも前記縦軸の上方に位置する直交座標系において、前記吸水性膜の水蒸気の吸着等
温線が、前記相対湿度２０～９０％の区間において下方に凸となる曲線となる、との条件
Ａ１と、
　前記吸水性膜の水蒸気の吸着等温線において、相対湿度を７０％から９５％に上昇させ
たときの前記吸水性膜の吸水量の増加をＡｂＨとしたときに、前記吸水量の増加ＡｂＨが
前記飽和吸水量Ｗｓの３５％よりも大きい、との条件Ｂ１、とから選ばれる少なくとも一
つを満たす、
　防曇部材。
　ただし、前記飽和吸水量、前記吸着等温線、及び前記吸水量の測定温度は１０℃とする
。
【請求項２６】
　前記撥水基は、鎖状アルキル基である、請求項２５に記載の防曇部材。
【請求項２７】
　前記撥水基は、直鎖アルキル基である、請求項２６に記載の防曇部材。
【請求項２８】
　前記撥水基は、炭素数が１～８の鎖状アルキル基である、請求項２６に記載の防曇部材
。
【請求項２９】
　前記撥水基は、炭素数が４～１６の鎖状アルキル基である、請求項２６に記載の防曇部
材。
【請求項３０】
　前記撥水基は、炭素数が４～８の鎖状アルキル基である、請求項２８または２９に記載
の防曇部材。
【請求項３１】
　前記撥水基は、ｎ－ヘキシル基である、請求項２７～３０のいずれか１項に記載の防曇
部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両の車内へと入射する光を受けて車外の情報を取得する情報取得装置と共
に使用することに適したウインドシールドとこれに適したガラス製品に関する。また、本
発明は、吸水性膜を備えた防曇部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　前方車両との距離等を感知し、異常接近時には自動的にブレーキを作動させる車両衝突
回避システムが普及しつつある。このシステムは、前方車両との距離、歩行者の存在等の
情報を、カメラ、赤外線レーザを用いるレーダ等の情報取得装置を用いて取得している。
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レインセンサ、ライトセンサ、光ビーコンの車載装置等、受光によって車外の情報を取得
する情報取得装置も使用されている。また、自動運転システムにおいては、情報取得装置
がさらに多くの情報を車外から取得する役割を担っている。通常、カメラ等の情報取得装
置は、ウインドシールドを構成するガラス板の車内側表面に近接して配置され、装置の種
類によっては光を前方に向けて照射しながら、ガラス板を透過して入射する車外からの光
を受光し、情報を取得する。
【０００３】
　情報取得装置の配置に適したウインドシールドも各種提案されている。例えば特許文献
１には、ウインドシールドを構成するガラス板として、シェードバンド着色域内に透光域
を設けた合わせガラスが開示されている。特許文献２には、車外からの視界を遮るために
ガラス板に形成される不透視膜（マスク層）に開口を設け、この開口内を透過する光によ
り情報取得装置が車外の情報を取得する態様が開示されている。
【０００４】
　情報取得装置により取得される情報の精度は、ウインドシールドを構成するガラス板の
曇りに伴う光の直進性の低下により損なわれることがある。ガラス板を透過して情報取得
装置へと入射する光が辿る光路を含む車両内の空間（以下「光路空間」と呼ぶ）は、情報
取得装置の固定や遮光のための部材により、運転者を含む乗員のために確保されている車
両内の空間（以下「乗車空間」と呼ぶ）と隔てられている。情報の精度を低下させるガラ
ス板の曇りは、光路空間内の水蒸気がガラス板の車内側表面に凝結することにより発生す
る。
【０００５】
　特許文献３には、光路空間内に乾燥剤を配置することが開示されている。特許文献３に
は、乾燥剤として、シリカゲル、活性炭等が例示されている。また、特許文献３のウイン
ドシールドの光路空間に接す表面には、親水性シラン等の親水性コーティングが形成され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－９６３３１号公報
【特許文献２】特開２０１６－８８４９３号公報
【特許文献３】特表２０１３－５００９００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献３に開示されているシリカゲル等の乾燥剤は、粒状体であることから容器に入
れて配置する必要があり、狭い光路空間内に固定するには適していない。また、これらの
乾燥剤は、汎用の吸水性材料であるが、その名称のとおり、乾燥、すなわち相対湿度を低
中湿度域に制御することを主たる目的とするものである。これに対し、上述したガラス板
の曇りは、光路空間がより高湿度の状態にあるときに生じていると考えられる。シリカゲ
ル等の汎用の乾燥剤が光路空間内における水蒸気の凝結を防止することに適しているかに
ついては検討の余地がある。
【０００８】
　以上の事情に鑑み、本発明は、光路空間内における水蒸気の凝結の防止に適した吸水性
材料を配置したウインドシールドを提供することを目的とする。本発明の目的は、その好
ましい一形態においては、光路空間に面するガラス板の曇りを防止し、情報取得装置によ
り取得される情報の精度を高く維持することに適したウインドシールドを提供することに
ある。本発明は、本発明によるウインドシールドを構成することに適したガラス製品を提
供することをその別の目的とする。本発明は、閉鎖性が高く狭い空間内で水蒸気の凝結を
防止することに適した防曇部材の提供をさらに別の目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　本発明は、
　車外の情報を取得するために車内へと入射する光を受ける情報取得装置の配置に適した
ウインドシールドであって、
　ガラス板と、
　前記ガラス板に対する前記情報取得装置の固定と、前記車内を前記光が通過する光路を
含む光路空間と前記車内の乗車空間との間との遮光と、から選ばれる少なくとも一つの機
能を担うための固定及び／又は遮光用部材と、を備え、
　前記ガラス板と前記固定及び／又は遮光用部材とから選ばれる少なくとも一つの前記光
路空間に接する表面に、吸水性膜が配置され、
　前記吸水性膜の膜単位面積当たりの飽和吸水量Ｗｓが１ｇ／ｍ2以上であり、
　相対湿度が横軸に示され、吸着した水蒸気量が縦軸に示され、前記飽和吸水量の値が原
点よりも前記縦軸の上方に位置する直交座標系において、前記吸水性膜の水蒸気の吸着等
温線が、前記相対湿度２０～９０％の区間において下方に凸となる曲線となる、との条件
Ａ１と、
　前記吸水性膜の水蒸気の吸着等温線において、相対湿度を７０％から９５％に上昇させ
たときの前記吸水性膜の吸水量の増加をＡｂＨとしたときに、前記吸水量の増加ＡｂＨが
前記飽和吸水量Ｗｓの３５％よりも大きい、との条件Ｂ１、とから選ばれる少なくとも一
つを満たす、
　ウインドシールド、を提供する。
【００１０】
　本発明は、
　ガラス板と、前記ガラス板の表面に配置された吸水性膜を備えたウインドシールド用ガ
ラス製品であって、
　前記吸水性膜の膜単位面積当たりの飽和吸水量Ｗｓが１ｇ／ｍ2以上であり、
　相対湿度が横軸に示され、吸着した水蒸気量が縦軸に示され、前記飽和吸水量の値が原
点よりも前記縦軸の上方に位置する直交座標系において、前記吸水性膜の水蒸気の吸着等
温線が、前記相対湿度２０～９０％の区間において下方に凸となる曲線となる、との条件
Ａ１と、
　前記吸水性膜の水蒸気の吸着等温線において、相対湿度を７０％から９５％に上昇させ
たときの前記吸水性膜の吸水量の増加をＡｂＨとしたときに、前記吸水量の増加ＡｂＨが
前記飽和吸水量Ｗｓの３５％よりも大きい、との条件Ｂ１、とから選ばれる少なくとも一
つを満たす、
　ウインドシールド用ガラス製品、を提供する。
【００１１】
　本発明は、
　基材と、前記基材の第１表面に担持された吸水性膜と、前記第１表面の反対側の前記基
材の第２表面に形成された粘着剤層と、を備えた防曇部材とであって、
　前記吸水性膜の膜単位面積当たりの飽和吸水量Ｗｓが１ｇ／ｍ2以上であり、
　相対湿度が横軸に示され、吸着した水蒸気量が縦軸に示され、前記飽和吸水量の値が原
点よりも前記縦軸の上方に位置する直交座標系において、前記吸水性膜の水蒸気の吸着等
温線が、前記相対湿度２０～９０％の区間において下方に凸となる曲線となる、との条件
Ａ１と、
　前記吸水性膜の水蒸気の吸着等温線において、相対湿度を７０％から９５％に上昇させ
たときの前記吸水性膜の吸水量の増加をＡｂＨとしたときに、前記吸水量の増加ＡｂＨが
前記飽和吸水量Ｗｓの３５％よりも大きい、との条件Ｂ１、とから選ばれる少なくとも一
つを満たす、
　防曇部材、を提供する。
【発明の効果】
【００１２】
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　本発明によれば、光路空間内における水蒸気の凝結の防止に適した吸水性材料が配置さ
れたウインドシールドが提供される。本発明によるウインドシールド及びウインドシール
ド用ガラス製品は、情報取得装置により取得される情報の精度の低下を防止することに適
している。また、本発明による防曇部材は、閉鎖性が高く狭い空間内で水蒸気の凝結を防
止することに適している。
【００１３】
　閉鎖性が高く狭い光路空間内で水蒸気の凝結を防ぐためには、飽和吸水量はそれほど多
くなくても高湿度域における吸水特性に優れた吸水性材料が適している。言い換えると、
低中湿度域における相対湿度の変動よりも高湿度域における相対湿度の変動に対して、よ
り敏感に吸水量が変動することが望ましい。膜状でありながらも飽和吸水量Ｗｓが上記程
度に大きく、かつ条件Ａ１及び／又はＢ１を満たす吸水性材料を用いれば、光路空間内で
の水蒸気の凝結を有効に防止できる。なお、条件Ａ１及びＢ１における相対湿度の上限値
として、１００％ではなく９０％又は９５％を採用しているのは、これらの条件が、中低
湿度域から、曇りは生じないが相対湿度が高い高湿度域に至るまでの吸水特性に着目して
いるためである。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係るウインドシールドの一実施形態を示す部分断面図である。
【図２】図１に示したウインドシールドの平面図である。
【図３】本発明に係るウインドシールドの別の実施形態を示す部分断面図である。
【図４】本発明に係るウインドシールドのまた別の実施形態を示す部分断面図である。
【図５】本発明に係るウインドシールドのさらに別の実施形態を示す部分断面図である。
【図６】本発明に係る防曇部材の一実施形態を配置した状態を示す断面図である。
【図７】本発明に係る防曇部材の別の実施形態を示す断面図である。
【図８】本発明に係る防曇部材のまた別の実施形態を示す断面図である。
【図９】吸水性膜がガラス板又はカバーの表面に形成された状態を示す断面図である。
【図１０】吸水性膜の水蒸気の吸脱着等温線の例を示す図である。
【図１１】水の接触角が高い吸水性膜の表面に存在する水滴の状態を示す図である。
【図１２】水の接触角が低い吸水性膜の表面に存在する水滴の状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　まず、本明細書で使用するいくつかの用語の意味を説明する。「光路空間」及び「乗車
空間」については既に述べたとおりである。「飽和吸水量」は、相対湿度１００％におい
て吸着平衡状態にある吸水性膜に吸着している水蒸気の量である。飽和吸水量は、相対湿
度０％における吸着平衡状態である「完全乾燥状態」から相対湿度１００％における吸着
平衡状態である「吸水飽和状態」に至るまでに吸水性膜が吸着する水蒸気の量を意味する
。吸着等温線上における所定の相対湿度の吸水性膜の「吸水量」は、完全乾燥状態からそ
の相対湿度における吸着平衡状態に至るまでに吸水性膜が吸着する水蒸気の量である。脱
着等温線上における所定の相対湿度の吸水性膜の「吸水量」は、吸水飽和状態からその相
対湿度における吸着平衡状態に至ったときに吸水性膜が吸着している水蒸気の量である。
本明細書において、吸水量は、吸水性膜の単位面積当たりの値により表示される。
【００１６】
　飽和吸水量は、吸脱着等温線上の相対湿度１００％に対応する吸水量である。ただし、
飽和吸水量は、高湿度域、例えば相対湿度８５～９５％における吸水量を外挿して求めて
もよい。また、「飽和吸水量」が所定の下限値以上（例えば１ｇ／ｍ2以上）であるか否
かは、相対湿度１００％に近い相対湿度、例えば相対湿度９５％における吸水量が当該下
限値以上であることをもって確認することが可能である。
【００１７】
　また、吸脱着等温線の測定も含め、吸水性膜の吸水特性、例えば所定の相対湿度での吸
水量、を測定する温度はいずれも１０℃とする。
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【００１８】
　なお、吸着等温線の横軸は、通常は、平衡圧力（Ｐ）を飽和蒸気圧（Ｐ0）で除した相
対圧（Ｐ／Ｐ0）により表示される。しかし、本明細書では、直感的に相対圧を理解しや
すいように、Ｐ／Ｐ0を％表示したときの値、すなわち「相対湿度」により水蒸気の飽和
の程度を示す。
【００１９】
　上記「吸水量」等は、最も一般的である定容量法により測定することとする。定容量法
による水蒸気の吸着等温線の測定は、市販の機器、例えばマイクロトラックベル社の蒸気
吸着量測定装置「ＢＥＬＳＯＲＰ－１８ＰＬＵＳ　ＨＴ」を用いて実施することができる
。水蒸気の脱着等温線の測定も同様である。
【００２０】
　本明細書において、「撥水基」は、水素原子の少なくとも一部がフッ素原子により置換
されていてもよい炭素数１～３０の炭化水素基、典型的には鎖状又は環状のアルキル基を
意味する。「金属酸化物成分」は、互いに結合した金属原子及び酸素原子のみからなる成
分と共に、金属原子と酸素原子とが直接結合した部分を包含する趣旨である。したがって
、例えば、式Ｒ－Ｍ－Ｏ（Ｒ：撥水基、Ｍ：金属原子）により示される成分におけるＭＯ
で示される部分は、金属酸化物成分を構成する。また、「金属酸化物成分」、「金属原子
」、「金属化合物」等における「金属」は、慣用に従い、ホウ素（Ｂ）及びシリコン（Ｓ
ｉ）を含む意味で使用する。
【００２１】
　次に、本発明の好ましい実施形態を説明する。
【００２２】
　本発明の好ましい一形態では、吸水性膜は、少なくとも条件Ａ１を満たしている。この
場合、吸水性膜は、上述の直交座標系において、吸水性膜の水蒸気の脱着等温線が、相対
湿度２０～９０％の区間において下方に凸となる曲線となる、との条件Ａ２をさらに満た
すことがより好ましい。条件Ａ２を満たす吸水性膜は、高湿度域における脱水特性が中低
湿度域における脱水特性よりも相対的に優れている。すなわち、条件Ａ２を満たす吸水性
膜は、高湿度域における吸水能力の回復特性が良好である。
【００２３】
　本発明の好ましい一形態では、吸水性膜は、飽和吸水量Ｗｓに対する、飽和吸水量Ｗｓ
から相対湿度７０％のときの水蒸気の吸着等温線上の吸水量Ａ70を差し引いた差分の比率
（（Ｗｓ－Ａ70）／Ｗｓ）×１００）が７５％以上、好ましくは７８％以上、特に好まし
くは８０％以上である、との条件Ｄをさらに満たしている。条件Ｄを満たす吸水性膜は、
曇りが生じる直前の相対湿度が特に高い領域でさらに効果的に水蒸気の凝結を防止するこ
とができる。
【００２４】
　本発明の好ましい一形態では、吸水性膜は、少なくとも条件Ｂ１を満たしている。この
形態では、吸水性膜は、吸水性膜の水蒸気の脱着等温線において、相対湿度を９５％から
７０％に低下させたときの吸水性膜の吸水量の減少をＤｅＨとしたときに、吸水量の減少
ＤｅＨが飽和吸水量Ｗｓの３０％よりも大きい、との条件Ｂ２をさらに満たすことがより
好ましい。条件Ｂ２を満たす吸水性膜は、高湿度域における脱水特性が中低湿度域におけ
る脱水特性よりも相対的に優れている。すなわち、条件Ｂ２を満たす吸水性膜は、高湿度
域における吸水能力の回復特性が良好である。
【００２５】
　吸水性膜は、上述の直交座標系において、吸着等温線における相対湿度８５％のときの
吸水性膜の吸水量Ａ85に相当する脱着等温線上の吸水量ＤＡ85が相対湿度７５％以上に位
置する、との条件Ｃをさらに満たすことが好ましい。この好ましい吸水性膜からは、相対
湿度が８５％から低下を開始したときに、相対湿度がまだ７５％以上の高湿度域にある段
階から水蒸気の脱着が始まることになる。相対湿度の低下に伴う吸水能力の早期回復は、
吸水性膜による水蒸気の再吸着にとって好ましい。
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【００２６】
　吸水性膜と吸水性膜が配置されている光路空間に接するガラス板又は上述の部材の表面
との間には、吸水性膜を担持する第１表面を有する基材と、この基材の第１表面と反対側
の第２表面に接する粘着剤層とが介在していてもよい。この形態は、吸水性膜を必要な部
位に簡便に配置することを可能にする。また、この形態は、基材及び粘着剤層による断熱
効果により、吸水性膜の温度低下を防ぐことにも適している。
【００２７】
　本発明の好ましい形態では、吸水性膜が、少なくとも、固定及び／又は遮光用部材の光
路空間に接する表面に配置されている。本発明の別の好ましい形態では、吸水性膜が、少
なくとも、ガラス板の光路空間に接する表面に配置されている。本発明のまた別の好まし
い形態は、固定及び／又は遮光用部材の光路空間に接する表面に配置された第１吸水性膜
と、ガラス板の光路空間に接する表面に配置された第２吸水性膜とを備えている。ガラス
板の光路空間に接する表面に配置される吸水性膜は、ガラス板の表面上に直接形成されて
いてもよい。
【００２８】
　吸水性膜の表面は、疎水性であることが好ましい。具体的には、吸水性膜の表面に４ｍ
ｇの水滴を滴下して測定した水の接触角は７０度以上が好適である。この程度に高い接触
角を有する膜は親水性ではない。これに対し、特許文献３によると、ガラス板の車内側表
面に形成するべき親水性のコーティングの好ましい接触角は２５度未満である。
【００２９】
　以下、図面を参照しながら本発明の具体的な実施形態を説明するが、以下の説明は、本
発明を特定の実施形態に制限する趣旨ではない。
【００３０】
［ウインドシールド］
（第１形態）
　図１及び図２に示すように、本実施形態に係るウインドシールド１は、車体の前方にお
いて車内と車外とを画するガラス板５を備えている。ガラス板５は、車外側の表面が斜め
上方を向くように傾斜した状態で車体に設置されている。ウインドシールド１の部材とし
てのガラス板５としては、通常、複数のガラス単板を樹脂中間膜により接合した合わせガ
ラスが使用される。合わせガラスは、典型的には、２枚のガラス単板と２枚のガラス単板
を接合する１枚の樹脂中間膜とを備えている。
【００３１】
　ガラス板５の一部の領域には、その領域が不透視となるように遮蔽膜７が形成されてい
る。遮蔽膜７は、ガラス板５の少なくとも周縁領域７０に形成されている。周縁領域７０
はガラス板５の周端に沿って枠状に配置されている。遮蔽膜７は、周縁領域７０において
ガラス板５と車体との接合部が車外から視認できないように同領域７０を不透視とする。
周縁領域７０はガラス板５の中央に広がる透視領域１１を囲んでいる。透視領域１１は、
運転者を始めとする乗員が、車内から車外、具体的には車両前方を視認するための領域で
ある。透視領域１１の一部、通常は上方周端に沿った帯状部、には、直射日光により乗員
が感じることがある眩しさを緩和するための透光性の着色部（図示せず）が配置されるこ
とがある。着色部は、シェードバンド等と呼ばれ、典型的には合わせガラスの中間膜の一
部を着色することにより形成される。
【００３２】
　遮蔽膜７は、周縁領域７０と共に突出領域７１にも形成されている。突出領域７１は、
ガラス板５の中央側へと周縁領域７０の一部が上方から張り出した領域である。図示した
例では、突出領域７１は、略Ｕ字状の枠部７１ａと、枠部７１ａと周縁領域７０とを接続
する接続部７１ｂとから構成されている。枠部７１ａは、接続部７１ｂとの間に開口７１
ｏが形成されるように、その両端が接続部７１ｂに接続されている。突出領域７１の開口
７１ｏは、ガラス板５の上方周端近傍に位置し、枠部７１ａにより透視領域１１と分離さ
れている。開口７１ｏ内のガラス板５の車内側表面には、車外空間４２から情報取得装置
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２へと光路２２を辿って入射する光が透過する領域（以下「情報取得領域」と呼ぶ）１２
が存在する。
【００３３】
　図示した形態では、遮蔽膜７はガラス板５の車内側表面、正確には車内側への露出面、
に形成されている。この表面は、２枚のガラス板を備えた合わせガラスにおいて第４面と
呼ばれる、車内側ガラス板の車内側の面である。しかしこれに限らず、遮蔽膜７は、合わ
せガラスを構成するその他の面、例えば、上記合わせガラスにおいて第２面と呼ばれる車
外側ガラス板の車内側の面に形成されていてもよい。
【００３４】
　ガラス板５の車内側表面には、情報取得領域１２を覆うように、防曇部材８が配置され
ている。本実施形態では、防曇部材８は、遮蔽膜７と接しないように配置されている。防
曇部材８を遮蔽膜７と重ならないようにする配置は、防曇部材８をガラス板５に貼りつけ
る形態に適している。防曇部材８を開口７１ｏ内から遮蔽膜７上にまで貼りつけると、防
曇部材８とガラス板５との間に気泡が入りやすくなり、局部的な剥離が発生しやすくなる
ためである。防曇部材８は、遮蔽膜７の開口７１ｏの端部から離間するように配置しても
よいし、開口７１ｏの端部の少なくとも一部に接するように配置してもよい。後者の配置
は、防曇部材８の容易な位置決めを可能にする。一方、遮蔽膜の開口７１ｏ内の全域に防
曇特性を付与するために、開口７１ｏの全域を覆い、かつ遮蔽膜７の表面の一部を覆うよ
うに防曇部材８を配置してもよい。いずれにしても、防曇部材８は、少なくとも情報取得
領域１２を覆うように配置することが望ましい。
【００３５】
　防曇部材８は吸水性膜を備え、吸水性膜が光路空間４１に露出するように配置される。
ただし、防曇部材８に代えて吸水性膜８１のみを配置することもできる。この場合は、ガ
ラス板５等の表面に吸水性膜８１を直接形成してもよい。吸水性膜の詳細は後述する。な
お、本実施形態では、防曇部材８は透視領域１１内には配置されていない。本実施形態で
は、透視領域１１内のガラス板５の防曇は、図外のデフォッガーが担うことになる。防曇
部材８又は吸収性膜８１は、必要に応じ、乗車空間に接するガラス板５の車内側表面に形
成してもよいが、この車内側表面の防曇はデフォッガーに委ねることとしてもよい。すな
わち、防曇部材８又は吸収性膜８１は、乗車空間に接するガラス板５の車内側表面に形成
しなくても構わない。
【００３６】
　情報取得装置２は、受光部２１を備え、受光部２１が合わせガラス５を透過してきた光
を受光できるように配置されている。情報取得装置２は、カバー６２内の所定位置に固定
されている。情報取得装置２は、例えば車外の状況を撮影するビデオカメラ等の撮影装置
であり、あるいはレーザ光を発射し、車外の物体で反射したレーザ光を受光するレーザレ
ーダである。情報取得装置２は、レインセンサ、ライトセンサ、光ビーコンの車載装置等
であってもよい。情報取得装置２は、図示を省略する配線によって、取得された情報を処
理する図外に配置された情報処理装置に接続されている。
【００３７】
　ウインドシールド１は、情報取得装置２の固定、及び／又は、光路空間４１と乗車空間
４０との間との遮光、を担うための少なくとも一つの部材（固定及び／又は遮光用部材）
を備えている。図１には、固定及び／又は遮光用部材としてブラケット６１及びカバー６
２が描かれている。ブラケット６１及びカバー６２は、光路２２を辿って入射する光を受
光できる位置に、ウインドシールド１を構成するガラス板５に対して情報取得装置２を固
定する固定用部材である。また、ブラケット６１及びカバー６２は、車内空間４０から光
路２２へと光が回り込んで情報取得装置２に到達しないように、光路空間４１と車内空間
４０との間を遮光する遮光用部材でもある。
【００３８】
　ブラケット６１は、図示を省略する接着用部材によってガラス板５に固定されている。
好ましい接着用部材は、両面粘着テープである。ブラケット６１は、接着用部材と共に、
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あるいは接着用部材に代えて、接着剤を用いてガラス板５に固定してもよい。カバー６２
はブラケット６１に固定されている。ブラケット６１へのカバー６２の取り付けは、両部
材６１、６２それぞれに予め形成された嵌合部を嵌め合うことにより実施してもよく、両
面粘着テープ等の接着用部材、ボルト／ナット等の部品その他の固定用部材を用いて実施
してもよい。また、ブラケット６１には、必要に応じ、ハーネス等を取り付けておいても
よい。
【００３９】
　ブラケット６１が固定されるガラス板５の表面には遮蔽膜７が形成されている。ブラケ
ット６１は、例えば、遮蔽膜７の開口７１ｏよりも大きい開口６１ｏを有する枠状の部材
である。遮蔽膜７の枠部７１ａ及び接続部７１ｂは、ブラケット６１を固定するための接
着部材を車外から視認できないようにする役割も担っている。
【００４０】
　光路空間４１は、乗車空間４０から光が直接入り込まないようにブラケット６１及びカ
バー６２により乗車空間４０から隔離されている。光路空間４１に面するガラス板５の表
面にも、車外空間４２から不要な光が入り込まないように、開口７１ｏを除いて遮蔽膜７
が形成されている。光路空間４１は、遮蔽膜７の開口７１ｏを除いて、部材６１、６２及
び膜７によって実質的に周囲から遮光されている。
【００４１】
　光路空間４１は、固定及び／又は遮光用部材６１、６２とガラス板５とによって囲まれ
た限られた容積を有する空間となっている。光路空間４１は、通常、完全に気密に構成さ
れず車内空間４０と通気できるように構成されるが、遮光のためにその閉鎖性は高いもの
となる。このため、光路空間４１には一旦流入した空気が滞留しやすい。また、車内空間
４０から湿潤な空気が入り込むと、流入した水蒸気がそれほど多量でなくても狭い光路空
間４１の相対湿度は急激に上昇することになる。その一方、エアコンディショナーの作動
によって加温及び／又は除湿された空気は光路空間４１には到達しにくい。これらが相俟
って、光路空間４１に面するガラス板５は、曇りが生じやすい部位になっている。
【００４２】
　光路空間４１の閉鎖性の高さを考慮すると、相対湿度が低い光路空間４１に大量の水蒸
気が短時間の間に流れ込んで光路空間４１に面するガラス板５に曇りが生じる可能性は低
い。光路空間４１に面するガラス板５の曇りは、主として、光路空間４１における相対湿
度が例えば７０％程度以上に達する程度に高い状態において生じる危険があると考えられ
る。したがって、光路空間４１内における曇り防止は、高湿度域の水蒸気の吸収特性に優
れた吸水性膜により実施することが望ましい。光路空間４１内における曇り防止には、具
体的には、上述の条件Ａ１及び／又は条件Ｂ１を具備する吸水性膜が適している。
【００４３】
　限られた光路空間４１に存在する水蒸気を吸収すれば足りることから、吸水性膜の飽和
吸水量は高すぎる必要はない。しかし、本発明者の検討によると、吸収性膜の単位面積あ
たりの飽和吸水量は、１ｇ／ｍ2以上であることが望まれる。吸水性膜の単位面積あたり
の飽和吸水量は、２ｇ／ｍ2以上、３ｇ／ｍ2以上、４ｇ／ｍ2以上、さらには５ｇ／ｍ2以
上、特に６ｇ／ｍ2以上が好ましい。
【００４４】
　過大な吸水剤の膜への添加は、吸水性膜の光透過性を阻害することがあり、製造コスト
を引き上げる要因となる。吸水性膜の単位面積あたりの飽和吸水量は、１００ｇ／ｍ2以
下であってよく、５０ｇ／ｍ2以下、さらには３０ｇ／ｍ2以下、特に１０ｇ／ｍ2以下が
好ましい。
【００４５】
　条件Ａ１は、相対湿度が横軸に示され、吸着した水蒸気量が縦軸に示され、飽和吸水量
の値が原点よりも縦軸の上方に位置する直交座標系において、吸水性膜の水蒸気の吸着等
温線が、相対湿度２０～９０％の区間において下方に凸となる曲線となる、との条件であ
る。条件Ａ１を満たす吸水性膜は、相対湿度が２０％から高くなるにつれて相対湿度の変
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化に応じて吸収する水蒸気の量が多くなり、相対湿度が９０％に近づくと相対湿度の変化
に応じて吸収する水蒸気の量が急激に多くなる。条件Ａ１を満たす吸水性膜は、高湿度域
での吸水特性に優れた膜である。吸水性膜は、相対湿度２０～９５％の区間において下方
に凸となる曲線となる、との条件を満たすことがより好ましい。
【００４６】
　条件Ｂ１は、吸着等温線において、吸水性膜の水蒸気の吸着等温線において、相対湿度
を７０％から９５％に上昇させたときの吸水性膜の吸水量の増加をＡｂＨとしたときに、
吸水量の増加ＡｂＨが飽和吸水量Ｗｓの３５％よりも大きい、との条件である。条件Ｂ１
を満たす吸水性膜は、高湿度域での吸水量が中低湿度域における吸水量よりも多く、高湿
度域での吸水特性に優れた膜である。吸水性膜は、ＡｂＨがＷｓの４０％以上に相当する
、との条件を満たすことがより好ましい。また、吸水性膜は、相対湿度を８５％から９５
％に上昇させたときの吸水性膜の吸水量の増加が飽和吸水量Ｗｓの２０％よりも大きい、
との条件を満たすことが好ましい。
【００４７】
　図１０は、横軸に相対圧Ｐ／Ｐ0を、縦軸に水蒸気の吸着量Ｗをそれぞれ示した、上述
の直交座標系を有する、吸脱着等温線を示すグラフである。横軸を％表示した値が「相対
湿度」になる。水蒸気の吸着量（吸水量）Ｗは、吸水性膜の単位面積当たりの水蒸気量（
ｇ／ｍ2）により示されている。
【００４８】
　図１０に条件Ａ１及びＢ１を満たす吸水性膜の水蒸気の吸着等温線の好ましい一例を実
線９１で示す。実線９２は、条件Ａ２及びＢ２を満たす吸水性膜の水蒸気の脱着等温線の
好ましい一例である。
【００４９】
　破線９３及び９４は、それぞれ、細孔によって吸水性が発現するタイプの吸水剤の吸着
等温線及び脱着等温線の典型例である。この種の吸水剤の代表例は活性炭である。細孔を
有する吸水剤の吸着等温線及び脱着等温線は、いわゆるヒステリシスが大きくなり、相互
に大きく乖離する。
【００５０】
　破線９３及び９４で示される吸水剤よりも水蒸気との親和性が高い吸水剤の吸着等温線
及び脱着等温線の一例を、それぞれ、破線９５及び９６により示す。この種の吸水剤の代
表例はアルミナである。破線９５及び９６の吸脱着等温線では、吸水剤と水蒸気との親和
性がやや高いために、低湿度域における吸水量が相対的に大きくなっている。アルミナよ
りも水蒸気との親和性が高い親水性材料の吸脱着等温線は、この材料が低湿度域における
吸水量がさらに大きいことを反映して、破線９５及び９６よりもさらに左側に位置するこ
とになる。親水性シラン等の親水性コーティングは上述の条件を満たすことはない。
【００５１】
　本実施形態に係る吸水性膜の水蒸気の吸着等温線９１は、少なくとも相対湿度が２０％
から９０％の区間において下に凸の曲線となっており、条件Ａ１を満たしている。また、
吸着等温線９１では、相対湿度を７０％から９５％に上昇させたときの吸水量の増加（高
湿度域の増加：ＡｂＨ＝Ａ95－Ａ70）が、飽和吸水量Ｗｓの少なくとも５０％以上を占め
、条件Ｂ１を満たしている。
【００５２】
　これに対し、吸着等温線９３、９５は、条件Ａ１も条件Ｂ１も満たさない。吸着等温線
９３は、湿度７０％程度以上の高湿度域において上に凸の曲線を描いている。吸着等温線
９５は、湿度３０％程度までの低湿度域において上に凸の曲線を描いている。また、吸着
等温線９３、９５では、高湿度域の吸水量の増加ＡｂＨ（Ａ95－Ａ70）が飽和吸水量Ｗｓ
の３５％以下となっている。
【００５３】
　また、脱着等温線９２は、少なくとも相対湿度が２０％から９０％の区間において下に
凸の曲線となっており、条件Ａ２を満たしている。脱着等温線９２では、相対湿度を９５
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％から７０％に低下させたときの吸水量の低下（高湿度域の低下：ＤｅＨ＝Ｄ95－Ｄ70）
が、飽和吸水量Ｗｓの３０％を超えて、条件Ｂ２を満たしている。
【００５４】
　図１０から理解できるように、吸脱着等温線９１、９２により示される水蒸気の吸脱着
特性を有する吸水性膜は、さらに条件Ｃを満たしている。相対湿度８５％にまで吸水した
この吸水性膜は、相対湿度の低下に伴い、ＤＡ85が位置する相対湿度７５～８０％の状態
で早くも放湿を開始する。
【００５５】
　同じく図１０から理解できるように、吸脱着等温線９３、９４、９５、９６により示さ
れる水蒸気の吸脱着特性を有する吸水性膜は、条件Ａ２、Ｂ２、Ｃをすべて満たさない。
条件Ｃについて見ると、曲線９３と９４との間、及び曲線９５と９６との間を結ぶ破線矢
印の終点から明らかなように、相対湿度８５％にまで吸水したこれらの吸水性膜は、相対
湿度が６０％を下回らなければ放湿を開始しない。
【００５６】
　乾燥剤、調湿剤等として使用される吸水剤は、一旦吸収した水分を高湿度域で放出しな
いことが望ましい。このような用途では、ヒステリシスが大きい吸脱着等温線９３、９４
、９５、９６を有する吸水剤が適している。しかし、このような吸水剤は、光路空間４１
内の曇りを防止する目的に適しているとはいえない。
【００５７】
　情報透過領域１２を覆うように配置する場合、防曇部材８の光線透過率は、可視光透過
率により表示して、８５％以上、特に９０％以上であることが好ましい。
【００５８】
（第２形態）
　本発明に係るウインドシールド１の別の実施形態を図３に示す。この形態は、防曇部材
８が、ガラス板５上にではなく、固定及び／又は遮光用部材、具体的にはカバー６２上に
配置されている点で第１形態と相違するが、これ以外の点は第１形態と同一である。吸水
性膜の特性を含め、第１形態と同一である事項に関しては説明を省略する。
【００５９】
　防曇部材８は、光路空間４１に接するカバー６２の表面に配置されている。防曇部材８
は、これに限らず、カバー６２以外の固定及び／又は遮光用部材の光路空間４１に接する
表面に配置されていてもよい。防曇部材８を配置する表面の位置は、限定されるわけでは
ないが、特にガラス板５の表面に沿って車内空間４０から光路空間４１へと湿潤な空気が
流入することが予想される場合には、ガラス板５に近接していることが望ましい。この場
合、防曇部材８は、少なくともその一部が鉛直方向に沿って見て遮蔽膜の開口７１ｏと重
複するように、より具体的には、少なくともその一部が、開口７１ｏの端部に接する鉛直
方向に沿って延びる仮想面７１ｖに囲まれる範囲内、に位置するように配置するとよい。
【００６０】
　図３から理解できるように、ガラス板５に近接するようにカバー６２上に配置する防曇
部材８は、それが厚すぎると、光路２２に重なり光を遮るおそれがある。しかし後述する
ように、防曇部材８をフィルム状の積層体として形成しておくと、ガラス板５に近い位置
にも情報取得装置２の受光に支障をきたすことなく配置することが容易となる。この観点
からは、防曇部材８の全体の厚さは、０．５ｍｍ以下、特に０．２ｍｍ以下、とすること
が好ましい。
【００６１】
　図３においては、ガラス板５の情報透過領域１２には膜が配置されておらず、ガラス表
面が光路空間４１に露出している。この形態は、ガラス板５の光線透過率を高く維持する
観点からは有利である。しかしこの形態においても、第１形態で説明したように、ガラス
板５の車内側表面に情報透過領域１２を覆うように追加の防曇部材８又は吸水性膜８１を
配置しても構わない。
【００６２】
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（第３形態）
　本発明に係るウインドシールド１のまた別の実施形態を図４に示す。この形態では、防
曇部材８又は吸水性膜８１が、遮蔽膜７の開口７１ｏの端部の全周に接するように配置さ
れている点で第１形態と相違するが、これ以外の点は第１形態と同一である。ここでも第
１形態と同一である事項に関しては説明を省略する。この形態は、吸水性膜８１をガラス
板５の表面に単層膜として形成する場合に特に適している。
【００６３】
　この形態では、吸水性膜８１が配置された領域が遮蔽膜７によって区画され、遮蔽膜７
の開口７１ｏに一致している。このような吸水性膜８１の配置は、具体的には、吸水性膜
８１を形成するための膜形成溶液を流し込む領域として遮蔽膜７の開口７１ｏを利用する
ことにより実施できる。この形態からは、遮蔽膜７の厚みにより規定される（すなわち遮
蔽膜７の厚さ以下の）厚さの吸水性膜８１を遮蔽膜７の開口７１ｏにより規定される部位
に液相成膜できるという製造上の利点が得られる。
【００６４】
（第４形態）
　本発明に係るウインドシールド１のさらに別の実施形態を図５に示す。この形態では、
吸水性膜８１が、遮蔽膜７の開口７１ｏの上方端を乗り越えて遮蔽膜７の一部を覆うよう
に形成されている点で第３形態と相違するが、これ以外の点は第３形態と同一である。こ
こでも既に説明した事項に関しては説明を省略する。
【００６５】
　この形態では、遮蔽膜７上の一部も吸水性膜８１を配置する表面として利用され、広い
面積に吸水性膜８１が配置されている。この形態のウインドシールドを構成するガラス板
５は、遮蔽膜７を形成した後、ガラス板５をその上方周端が下方となる姿勢に維持した状
態で、吸水性膜８１を形成するための膜形成溶液を遮蔽膜７の開口７１ｏ内に塗布するこ
とにより作製できる。
【００６６】
［ウインドシールド用ガラス製品］
　ウインドシールド用ガラス製品は、例えば、上記各形態で説明したウインドシールド１
から、固定及び／又は遮光用部材６１、６２を除いた各部材により構成される。このガラ
ス製品は、例えば、ガラス板５と、ガラス板５の表面に形成された遮蔽膜７と、遮蔽膜７
の開口７１ｏ又は後退部７１ｒ内に配置された吸水性膜８１とを備えている。吸水性膜８
１に代えてこの膜を含む防曇部材８を用いてもよい。上記各形態を参照すればウインドシ
ールド用ガラス製品の実施形態を容易に理解できるから、同製品についてはこれ以上の説
明を省略する。
【００６７】
［防曇部材］
　図６に防曇部材８の一形態を配置した状態の断面を示す。防曇部材８は、基材８５と、
基材８５の表面（第１表面）に担持された吸水性膜８１と、基材８５の反対側の表面（第
２表面）に形成された粘着剤層８２とを備えている。吸水性膜８１は、積層体である防曇
部材８の最上層に位置し、光路空間４１に露出している。粘着剤層８２は、ガラス板５の
車内側表面、又はカバー６２等の部材の表面に固定され、これによって防曇部材８はガラ
ス板５等の表面に貼りつけられている。
【００６８】
　粘着剤層８２を備えた防曇部材８は、適切な部位に吸水性膜８１を簡便に配置できると
いう利点を有する。防曇部材８は、粘着剤層８２に離型紙等の離型材８７を貼りつけた状
態で準備しておくことができる。図７に離型材付き防曇部材８０の一例の断面を示す。離
型材付き防曇部材８０は、長尺のシート状に形成し、これをロール状に捲回した状態で準
備しておくと、保管及び運搬に便利である。防曇部材８は、ロール状の離型材付き防曇部
材８０を適宜繰り出しながら離型材８７から剥がし、適切な部位に貼りつけられる。
【００６９】
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　図８に示すように、離型材付き防曇部材８０は、粘着剤層８２に貼りつけた第１離型材
８７と共に、吸水性膜８１の基材８５と反対側の表面に貼りつけた第２離型材８８を備え
ていてもよい。第２離型材８８は、吸水性膜８１を保護する機能を有し、防曇部材８を配
置した後に除去される。
【００７０】
　既に説明したように、図９に示す如く、防曇部材８に代えて、吸水性膜８１のみを配置
することもできる。この場合、吸水性膜８１は、典型的には、ガラス板５上に直接成膜さ
れた単層膜とすることができる。この形態は、基材８０及び粘着剤層８２を不要とするた
め、材料コスト低減の観点から有利である。
【００７１】
　ただし、基材８０の存在は取得情報の精度を維持する観点から有利になる場合もある。
第１に基材８０による断熱効果を見込むことができる。第２に基材８０の厚みによって増
大する防曇部材８の端部における段差の拡大により周辺からの水滴の流れ込みをより確実
に防止することが可能になる。これらは、図１に示したように、ガラス板５の表面に吸水
性膜８１を配置するべき場合に利点になりうる。これらの利点を得るためには、基材８０
の厚みを、７５μｍ以上、さらには１００μｍ以上、特に１１０μｍ以上、とりわけ１２
０μｍ以上とすることが好ましく、場合によっては１５５μｍ以上としてもよい。厚すぎ
る基材８０の使用は光線透過率を低下させることがある。この観点から望ましい基材８０
の厚みは２００μｍ以下である。
【００７２】
　上述した第１の観点から、基材８０には熱伝導率が低い材料を用いることが好ましい。
好ましい熱伝導率は、５×１０-4cal/cm・sec℃以下、さらには４．５×１０-4cal/cm・s
ec℃以下、特に４×１０-4cal/cm・sec℃以下である。
【００７３】
　次に、ウインドシールド１又は防曇部材８を構成する各部材及び膜をより詳しく説明す
る。
＜ガラス板／合わせガラス＞
　ウインドシールドを構成するガラス板としては、通常、合わせガラスが使用される。合
わせガラスは、一般に、内側ガラス板及び外側ガラス板を備え、これらのガラス板がその
間に配置された樹脂製中間膜により互いに接合されている。ガラス板は、公知のガラス板
、例えばクリアガラス、グリーンガラス、ＵＶグリーンガラス等と呼ばれるガラス板であ
ってよい。ただし、ガラス板の組成は、合わせガラス５の可視光透過率が各国の規格（例
えば７０％以上、あるいは７５％以上）を満たすように選択する必要がある。
【００７４】
　合わせガラスの厚さは、特には限定されないが、外側ガラス板と内側ガラス板の厚さの
合計は、例えば２．１～６ｍｍであってよく、軽量化の観点からは２．４～３．８ｍｍ、
さらには２．６～３．４ｍｍｍ、特に２．７～３．２ｍｍが好ましい。
【００７５】
　中間膜は、公知の樹脂、例えば、ポリビニルブチラール系樹脂、エチレン－酢酸ビニル
共重合体系樹脂により形成することができる。中間膜は、単層膜であっても多層膜であっ
てもよい。多層膜の一例は、軟質のコア層をコア層よりも硬質のアウター層で両側から挟
持した３層構成の膜である。
【００７６】
　必要に応じ、中間膜には、機能性微粒子を分散させてもよい。機能性微粒子としては、
各種酸化物、窒化物、金属、有機化合物の微粒子を用いることができる。好ましい機能性
微粒子としては、ＡＴＯ（導電性アンチモン含有錫酸化物）及びＩＴＯ（導電性錫含有イ
ンジウム酸化物）が挙げられる。機能性微粒子の粒径は、特に制限されないが、好ましく
は０．２μｍ以下、例えば０．００１～０．１５μｍである。
【００７７】
＜遮蔽膜＞
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　次に、遮蔽膜７について説明する。遮蔽膜７は、しばしばセラミックプリントと呼ばれ
、車外からの視線を遮るマスクとして機能する。遮蔽膜７は、セラミックペーストを所定
のパターンに印刷し、印刷したセラミックペーストを焼成することにより形成することが
できる。セラミックペーストは、例えば、黒色顔料と、ガラス板と熱融着して機械的強度
を発現するためのガラスフリットと、焼成により除去可能な有機バインダと、スクリーン
印刷に適した粘性を持たせるためのパインオイル等の有機溶剤との混合物である。セラミ
ックペーストの焼成は、ガラス板の曲げ成形時の加熱によって同時に進めることができる
。
【００７８】
＜吸水性膜＞
　吸水性膜８１は、撥水基と金属酸化物成分とを含むことが好ましく、吸水性樹脂をさら
に含むことが好ましい。吸水性膜は、必要に応じ、その他の機能成分をさらに含んでいて
もよい。吸水性樹脂は、水を吸収して保持できる樹脂であればその種類を問わず、吸水性
膜の飽和吸水量を増加させる。撥水基は、吸水性樹脂その他の成分と組み合わせることに
より、吸水性膜の吸水特性が高湿度域において発揮されやすくする。後述するとおり、撥
水基は、吸水性膜の内部にまで水蒸気を取り込むことに寄与し、高湿度域における吸水特
性を改善していると考えられる。撥水基は、撥水基を有する金属化合物（撥水基含有金属
化合物）から吸水性膜に供給することができる。金属酸化物成分は、撥水基含有金属化合
物その他の金属化合物、金属酸化物微粒子等から吸水性膜に供給することができる。以下
、各成分について説明する。
【００７９】
（吸水性樹脂）
　吸水性樹脂としては、ウレタン樹脂、エポキシ樹脂、アクリル樹脂、ポリビニルアセタ
ール樹脂、及びポリビニルアルコール樹脂からなる群から選ばれる少なくとも１種を例示
できる。ウレタン樹脂としては、ポリイソシアネートとポリオールとで構成されるポリウ
レタン樹脂が挙げられる。ポリオールとしては、アクリルポリオール及びポリオキシアル
キレン系ポリオールが好ましい。エポキシ系樹脂としては、グリシジルエーテル系エポキ
シ樹脂、グリシジルエステル系エポキシ樹脂、グリシジルアミン系エポキシ樹脂、環式脂
肪族エポキシ樹脂が挙げられる。好ましいエポキシ樹脂は、環式脂肪族エポキシ樹脂であ
る。以下、好ましい吸水性樹脂であるポリビニルアセタール樹脂（以下、単に「ポリアセ
タール」）について説明する。
【００８０】
　ポリビニルアセタールは、ポリビニルアルコールにアルデヒドを縮合反応させてアセタ
ール化することにより得ることができる。ポリビニルアルコールのアセタール化は、酸触
媒の存在下で水媒体を用いる沈澱法、アルコール等の溶媒を用いる溶解法等公知の方法を
用いて実施すればよい。アセタール化は、ポリ酢酸ビニルのケン化と並行して実施するこ
ともできる。アセタール化度は、２～４０モル％、さらには３～３０モル％、特に５～２
０モル％、場合によっては５～１５モル％が好ましい。アセタール化度は、例えば13Ｃ核
磁気共鳴スペクトル法に基づいて測定することができる。アセタール化度が上記範囲にあ
るポリビニルアセタールは、吸水性及び耐水性が良好である吸水性膜の形成に適している
。
【００８１】
　ポリビニルアルコールの平均重合度は、２００～４５００、さらに５００～４５００が
好ましい。高い平均重合度は、吸水性及び耐水性が良好である吸水性膜の形成に有利であ
るが、平均重合度が高すぎると溶液の粘度が高くなり過ぎて膜の形成に支障をきたすこと
がある。ポリビニルアルコールのケン化度は、７５～９９．８モル％が好適である。
【００８２】
　ポリビニルアルコールに縮合反応させるアルデヒドとしては、ホルムアルデヒド、アセ
トアルデヒド、ブチルアルデヒド、ヘキシルカルバルデヒド、オクチルカルバルデヒド、
デシルカルバルデヒド等の脂肪族アルデヒドを挙げることができる。また、ベンズアルデ
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ヒド；２－メチルベンズアルデヒド、３－メチルベンズアルデヒド、４－メチルベンズア
ルデヒド、その他のアルキル基置換ベンズアルデヒド；クロロベンズアルデヒド、その他
のハロゲン原子置換ベンズアルデヒド；ヒドロキシ基、アルコキシ基、アミノ基、シアノ
基等のアルキル基を除く官能基により水素原子が置換された置換ベンズアルデヒド；ナフ
トアルデヒド、アントラアルデヒド等の縮合芳香環アルデヒド等の芳香族アルデヒドを挙
げることができる。疎水性が強い芳香族アルデヒドは、低アセタール化度で耐水性に優れ
た吸水性膜を形成する上で有利である。芳香族アルデヒドの使用は、水酸基を多く残存さ
せながら吸水性が高い膜を形成する上でも有利である。ポリビニルアセタールは、芳香族
アルデヒド、特にベンズアルデヒドに由来するアセタール構造を含むことが好ましい。
【００８３】
　吸水性膜における吸水性樹脂の含有量は、膜硬度、吸水性及び防曇性の観点から、好ま
しくは５０質量％以上、より好ましくは６０質量％以上、特に好ましくは６５質量％以上
であり、９５質量％以下、より好ましくは９０質量％以下、特に好ましくは８５質量％以
下である。
【００８４】
（撥水基）
　撥水基は、吸水性膜の強度と防曇性との両立を容易にすると共に、膜の表面を疎水性と
して水滴が形成されたとしても入射する光の直進性を確保することに貢献する。撥水基に
よる効果を十分に得るためには、撥水性が高い撥水基を用いることが好ましい。好ましい
撥水基は、（１）炭素数３～３０の鎖状又は環状のアルキル基、及び（２）水素原子の少
なくとも一部をフッ素原子により置換した炭素数１～３０の鎖状又は環状のアルキル基（
以下、「フッ素置換アルキル基」ということがある）から選ばれる少なくとも１種である
。
【００８５】
　（１）及び（２）に関し、鎖状又は環状のアルキル基は、鎖状アルキル基であることが
好ましい。鎖状アルキル基は、分岐を有するアルキル基であってもよいが、直鎖アルキル
基が好ましい。炭素数が３０を超えるアルキル基は、吸水性膜を白濁させることがある。
膜の防曇性、強度及び外観のバランスの観点から、鎖状アルキル基の炭素数は、２０以下
が好ましく、例えば１～８であり、また例えば４～１６であり、好ましくは４～８である
。特に好ましいアルキル基は、炭素数４～８の直鎖アルキル基、例えばｎ－ペンチル基、
ｎ－ヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、及びｎ－オクチル基である。（２）に関し、フッ素置
換アルキル基は、鎖状又は環状のアルキル基の水素原子の一部のみをフッ素原子により置
換した基であってもよく、鎖状又は環状のアルキル基の水素原子のすべてをフッ素原子に
より置換した基、例えば直鎖状のパーフルオロアルキル基、であってもよい。フッ素置換
アルキル基は撥水性が高いため、少ない量の添加によって十分な効果を得ることができる
。ただし、フッ素置換アルキル基は、その含有量が多くなり過ぎると、膜を形成するため
の塗布液中でその他の成分から分離することがある。
【００８６】
（撥水基を有する加水分解性金属化合物）
　撥水基を吸水性膜に配合するためには、撥水基を有する金属化合物（撥水基含有金属化
合物）、特に撥水基と加水分解可能な官能基又はハロゲン原子とを有する金属化合物（撥
水基含有加水分解性金属化合物）又はその加水分解物を、膜を形成するための塗布液に添
加するとよい。言い換えると、撥水基は、撥水基含有加水分解性金属化合物に由来するも
のであってもよい。撥水基含有加水分解性金属化合物としては、以下の式（Ｉ）に示す撥
水基含有加水分解性シリコン化合物が好適である。
【００８７】
　ＲmＳｉＹ4-m　　（Ｉ）
　ここで、Ｒは、撥水基、すなわち水素原子の少なくとも一部がフッ素原子により置換さ
れていてもよい炭素数１～３０の鎖状又は環状のアルキル基であり、Ｙは加水分解可能な
官能基又はハロゲン原子であり、ｍは１～３の整数である。加水分解可能な官能基は、例
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えば、アルコキシル基、アセトキシ基、アルケニルオキシ基及びアミノ基から選ばれる少
なくとも１種であり、好ましくはアルコキシ基、特に炭素数１～４のアルコキシ基である
。アルケニルオキシ基は、例えばイソプロペノキシ基である。ハロゲン原子は、好ましく
は塩素である。なお、ここに例示した官能基は、以降に述べる「加水分解可能な官能基」
としても使用することができる。ｍは好ましくは１～２である。
【００８８】
　式（Ｉ）により示される化合物は、加水分解及び重縮合が完全に進行すると、以下の式
（II）により表示される成分を供給する。
　ＲmＳｉＯ(4-m)/2 　(II）
　ここで、Ｒ及びｍは、上述したとおりである。加水分解及び重縮合の後、式（II）によ
り示される化合物は、実際には、吸水性膜中において、シリコン原子が酸素原子を介して
互いに結合したネットワーク構造を形成する。
【００８９】
　このように、式（Ｉ）により示される化合物は、加水分解又は部分加水分解し、さらに
は少なくとも一部が重縮合して、シリコン原子と酸素原子とが交互に接続し、かつ三次元
的に広がるシロキサン結合（Ｓｉ－Ｏ－Ｓｉ）のネットワーク構造を形成する。このネッ
トワーク構造に含まれるシリコン原子には撥水基Ｒが接続している。言い換えると、撥水
基Ｒは、結合Ｒ－Ｓｉを介してシロキサン結合のネットワーク構造に固定される。この構
造は、撥水基Ｒを膜に均一に分散させる上で有利である。吸水性膜は、シリコン原子と直
接結合した撥水基Ｒを含むことが好ましい。ネットワーク構造は、式（Ｉ）により示され
る撥水基含有加水分解性シリコン化合物以外のシリコン化合物（例えば、テトラアルコキ
シシラン、シランカップリング剤）から供給されるシリカ成分を含んでいてもよい。撥水
基を有さず加水分解可能な官能基又はハロゲン原子を有するシリコン化合物（撥水基非含
有加水分解性シリコン化合物）を撥水基含有加水分解性シリコン化合物と共に吸水性膜を
形成するための塗布液に配合すると、撥水基と結合したシリコン原子と撥水基と結合して
いないシリコン原子とを含むシロキサン結合のネットワーク構造を形成できる。このよう
な構造とすれば、吸水性膜中における撥水基の含有率と金属酸化物成分の含有率とを互い
に独立して調整することが容易になる。
【００９０】
　吸水性膜が吸水性樹脂を含む場合、撥水基は、吸水性樹脂を含む吸水性膜表面における
水蒸気の透過性を向上させることにより防曇性能を向上させる。吸水と撥水という２つの
機能は互いに相反するため、吸水性材料と撥水性材料とは、従来、別の層に振り分けて付
与されてきたが、吸水性膜に含まれる撥水基は、膜表面近傍における水の偏在を解消して
結露までの時間を引き延ばし、吸水性膜の防曇性を向上させる。以下ではその効果を説明
する。
【００９１】
　吸水性樹脂を含む吸水性膜へと侵入した水蒸気は、吸水性樹脂等の水酸基と水素結合し
、結合水の形態で保持される。量が増加するにつれ、水蒸気は、結合水の形態から半結合
水の形態を経て、ついには吸水性膜中の空隙に保持される自由水の形態で保持されるよう
になる。吸水性膜において、撥水基は、水素結合の形成を妨げ、かつ形成した水素結合の
解離を容易にする。吸水性樹脂の含有率が同じであれば、膜中における水素結合可能な水
酸基の数には差がないが、撥水基は水素結合の形成速度を低下させる。したがって、撥水
基を含有する吸水性膜において、水分は、最終的には上記のいずれかの形態で膜に保持さ
れることになるが、保持されるまでには膜の底部まで水蒸気のまま拡散することができる
。また、一旦保持された水も、比較的容易に解離し、水蒸気の状態で膜の底部まで移動し
やすい。結果的に、膜の厚さ方向についての水分の保持量の分布は、表面近傍から膜の底
部まで比較的均一になる。つまり、吸水性膜の厚さ方向の全てを有効に活用し、膜表面に
供給された水を吸収することができるため、表面に水滴が凝結しにくく、防曇性が高くな
る。
【００９２】
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　一方、撥水基を含まない従来の吸水性膜においては、膜中に侵入した水蒸気は極めて容
易に結合水、半結合水又は自由水の形態で保持される。したがって、侵入した水蒸気は、
膜の表面近傍で保持される傾向にある。結果的に、膜中の水分は、表面近傍が極端に多く
、膜の底部へ進むにつれて急速に減少する。つまり、膜の底部では未だ水を吸収できるに
も拘わらず、膜の表面近傍では水分により飽和して水滴として凝結するため、防曇性が限
られたものとなる。
【００９３】
　撥水基含有加水分解性シリコン化合物（式（Ｉ）参照）を用いて撥水基を吸水性膜に導
入すると、強固なシロキサン結合（Ｓｉ－Ｏ－Ｓｉ）のネットワーク構造が形成される。
このネットワーク構造の形成は、耐摩耗性のみならず、硬度、耐水性等を向上させる観点
からも有利である。
【００９４】
　撥水基は、吸水性膜の表面における水の接触角が７０度以上、好ましくは８０度以上、
より好ましくは９０度以上になる程度に添加するとよい。水の接触角は、４ｍｇの水滴を
膜の表面に滴下して測定した値を採用することとする。特に撥水性がやや弱いメチル基又
はエチル基を撥水基として用いる場合は、水の接触角が上記の範囲となる量の撥水基を吸
水性膜に配合することが好ましい。この水の接触角は、その上限が特に制限されるわけで
はないが、例えば１５０度以下、また例えば１２０度以下、さらには１０５度以下である
。撥水基は、吸水性膜の表面のすべての領域において上記水の接触角が上記の範囲となる
ように、吸水性膜に均一に含有させることが好ましい。
【００９５】
　図１１及び図１２に示すように、吸水性膜８１の表面に同量の水蒸気が凝結して形成さ
れた水滴１００、１０１が吸水性膜８１を覆う面積は、その表面の水の接触角が大きいほ
ど小さくなる傾向を有する。水滴１００、１０１により覆われる面積が小さいほど、吸水
性膜８１に入射する光が散乱する面積の比率も小さくなる。したがって、撥水基の存在に
より水の接触角が大きくなった吸水性膜８１は、その表面に水滴が形成された状態におい
て透過光の直進性を保持するうえで有利である。
【００９６】
　吸水性膜は、水の接触角が上述の好ましい範囲となるように、撥水基を含むことが好ま
しい。吸水性樹脂を含む場合、吸水性膜は、吸水性樹脂１００質量部に対し、０．０５質
量部以上、好ましくは０．１質量部以上、より好ましくは０．３質量部以上の範囲内とな
るように、また、１０質量部以下、好ましくは５質量部以下、の範囲内となるように、撥
水基を含むことが好ましい。
【００９７】
（金属酸化物成分）
　吸水性膜は、金属酸化物成分を含んでいてもよい。金属酸化物成分は、例えば、Ｓｉ、
Ｔｉ、Ｚｒ、Ｔａ、Ｎｂ、Ｎｄ、Ｌａ、Ｃｅ及びＳｎから選ばれる少なくとも１種の元素
の酸化物成分であり、好ましくはＳｉの酸化物成分（シリカ成分）である。吸水性樹脂を
含む場合、吸水性膜は、吸水性樹脂１００質量部に対し、０．０１質量部以上、好ましく
は０．１質量部以上、より好ましくは０．２質量部以上、さらに好ましくは１質量部以上
、特に好ましくは５質量部以上、場合によっては７質量部以上、必要であれば１０質量部
以上、また、６０質量部以下、特に５０質量部以下、好ましくは４０質量部以下、さらに
好ましくは３０質量部以下、特に好ましくは２０質量部以下、場合によっては１８質量部
以下となるように、金属酸化物成分を含むことが好ましい。金属酸化物成分は、膜の強度
、特に耐擦傷性を確保するために必要な成分であるが、その含有量が過多となると膜の防
曇性が低下する。
【００９８】
　金属酸化物成分の少なくとも一部は、吸水性膜を形成するための塗布液に添加された、
加水分解性金属化合物又その加水分解物に由来する金属酸化物成分であってもよい。ここ
で、加水分解性金属化合物は、ａ）撥水基と加水分解可能な官能基又はハロゲン原子とを
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有する金属化合物（撥水基含有加水分解性金属化合物）及びｂ）撥水基を有さず加水分解
可能な官能基又はハロゲン原子を有する金属化合物（撥水基非含有加水分解性金属化合物
）から選ばれる少なくとも１つである。ａ）及び／又はｂ）に由来する金属酸化物成分は
、加水分解性金属化合物を構成する金属原子の酸化物である。金属酸化物成分は、吸水性
膜を形成するための塗布液に添加された金属酸化物微粒子に由来する金属酸化物成分と、
その塗布液に添加された、加水分解性金属化合物又その加水分解物に由来する金属酸化物
成分とを含んでいてもよい。ここでも、加水分解性金属化合物は、上記ａ）及びｂ）から
選ばれる少なくとも１つである。上記ｂ）、すなわち撥水基を有しない加水分解性金属化
合物は、テトラアルコキシシラン及びシランカップリング剤から選ばれる少なくとも１つ
を含んでいてもよい。以下、既に説明した上記ａ）を除き、金属酸化物微粒子と上記ｂ）
とについて説明する。
【００９９】
（金属酸化物微粒子）
　吸水性膜は、金属酸化物成分の少なくとも一部として金属酸化物微粒子をさらに含んで
いてもよい。金属酸化物微粒子を構成する金属酸化物は、例えば、Ｓｉ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｔ
ａ、Ｎｂ、Ｎｄ、Ｌａ、Ｃｅ及びＳｎから選ばれる少なくとも１種の元素の酸化物であり
、好ましくはシリカ微粒子である。シリカ微粒子は、例えば、コロイダルシリカを添加す
ることにより膜に導入できる。金属酸化物微粒子は、吸水性膜に加えられた応力を膜を支
持する透明物品に伝達する作用に優れ、硬度も高い。したがって、金属酸化物微粒子の添
加は、吸水性膜の耐摩耗性及び耐擦傷性を向上させる観点から有利である。また、吸水性
膜に金属酸化物微粒子を添加すると、微粒子が接触又は近接している部位に微細な空隙が
形成され、この空隙から膜中に水蒸気が取り込まれやすくなる。このため、金属酸化物微
粒子の添加は、防曇性の向上に有利に作用することもある。金属酸化物微粒子は、吸水性
膜を形成するための塗布液に予め形成した金属酸化物微粒子を添加することにより、吸水
性膜に供給することができる。
【０１００】
　金属酸化物微粒子の平均粒径は、大きすぎると膜が白濁することがあり、小さすぎると
凝集して均一に分散させることが困難となる。この観点から、金属酸化物微粒子の好まし
い平均粒径は、１～２０ｎｍ、特に５～２０ｎｍである。なお、ここでは、金属酸化物微
粒子の平均粒径を、一次粒子の状態で記述している。また、金属酸化物微粒子の平均粒径
は、走査型電子顕微鏡を用いた観察により任意に選択した５０個の微粒子の粒径を測定し
、その平均値を採用して定めることとする。金属酸化物微粒子は、その含有量が過大とな
ると、膜全体の吸水量が低下し、膜が白濁するおそれがある。吸水性膜が吸水性樹脂を含
む場合、金属酸化物微粒子は、吸水性樹脂１００質量部に対し、０～５０質量部、好まし
くは１～３０質量部、より好ましくは２～３０質量部、特に好ましくは５～２５質量部、
場合によっては１０～２０質量部となるように添加するとよい。
【０１０１】
（撥水基を有しない加水分解性金属化合物）
　吸水性膜は、撥水基を有しない加水分解性金属化合物（撥水基非含有加水分解性化合物
）に由来する金属酸化物成分を含んでいてもよい。好ましい撥水基非含有加水分解性金属
化合物は、撥水基を有しない加水分解性シリコン化合物である。撥水基を有しない加水分
解性シリコン化合物は、例えば、シリコンアルコキシド、クロロシラン、アセトキシシラ
ン、アルケニルオキシシラン及びアミノシランから選ばれる少なくとも１種のシリコン化
合物（ただし、撥水基を有しない）であり、撥水基を有しないシリコンアルコキシドが好
ましい。なお、アルケニルオキシシランとしては、イソプロペノキシシランを例示できる
。
【０１０２】
　撥水基を有しない加水分解性シリコン化合物は、以下の式（III）に示す化合物であっ
てもよい。
【０１０３】
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　ＳｉＹ4　　（III）
　上述したとおり、Ｙは、加水分解可能な官能基であって、好ましくはアルコキシル基、
アセトキシ基、アルケニルオキシ基、アミノ基及びハロゲン原子から選ばれる少なくとも
１つである。
【０１０４】
　撥水基非含有加水分解性金属化合物は、加水分解又は部分加水分解し、さらに、少なく
ともその一部が重縮合して、金属原子と酸素原子とが結合した金属酸化物成分を供給する
。この成分は、金属酸化物微粒子と吸水性樹脂とを強固に接合し、吸水性膜の耐摩耗性、
硬度、耐水性等の向上に寄与しうる。吸水性膜が吸水性樹脂を含む場合、撥水基を有しな
い加水分解性金属化合物に由来する金属酸化物成分は、吸水性樹脂１００質量部に対し、
０～４０質量部、好ましくは０．１～３０質量部、より好ましくは１～２０質量部、特に
好ましくは３～１０質量部、場合によっては４～１２質量部の範囲とするとよい。
【０１０５】
　撥水基を有しない加水分解性シリコン化合物の好ましい一例は、テトラアルコキシシラ
ン、より具体的には炭素数が１～４のアルコキシ基を有するテトラアルコキシシランであ
る。テトラアルコキシシランは、例えば、テトラメトキシシラン、テトラエトキシシラン
、テトラ－ｎ－プロポキシシラン、テトライソプロポキシシラン、テトラ－ｎ－ブトキシ
シラン、テトライソブトキシシラン、テトラ－ｓｅｃ－ブトキシシラン及びテトラ－ｔｅ
ｒｔ－ブトキシシランから選ばれる少なくとも１種である。
【０１０６】
　テトラアルコキシシランに由来する金属酸化物（シリカ）成分の含有量が過大となると
、吸水性膜の防曇性が低下することがある。吸水性膜の柔軟性が低下し、水分の吸収及び
放出に伴う膜の膨潤及び収縮が制限されることが一因である。吸水性膜が吸水性樹脂を含
む場合、テトラアルコキシシランに由来する金属酸化物成分は、吸水性樹脂１００質量部
に対し、０～３０質量部、好ましくは１～２０質量部、より好ましくは３～１０質量部の
範囲で添加するとよい。
【０１０７】
　撥水基を有しない加水分解性シリコン化合物の好ましい別の一例は、シランカップリン
グ剤である。シランカップリング剤は、互いに異なる反応性官能基を有するシリコン化合
物である。反応性官能基は、その一部が加水分解可能な官能基であることが好ましい。シ
ランカップリング剤は、例えば、エポキシ基及び／又はアミノ基と加水分解可能な官能基
とを有するシリコン化合物である。好ましいシランカップリング剤としては、グリシジル
オキシアルキルトリアルコキシシラン及びアミノアルキルトリアルコキシシランを例示で
きる。これらのシランカップリング剤において、シリコン原子に直接結合しているアルキ
レン基の炭素数は１～３であることが好ましい。グリシジルオキシアルキル基及びアミノ
アルキル基は、親水性を示す官能基（エポキシ基、アミノ基）を含むため、アルキレン基
を含むものの、全体として撥水性ではない。
【０１０８】
　シランカップリング剤は、有機成分である吸水性樹脂と無機成分である金属酸化物微粒
子等とを強固に結合し、吸水性膜の耐摩耗性、硬度、耐水性等の向上に寄与しうる。しか
し、シランカップリング剤に由来する金属酸化物（シリカ）成分の含有量が過大となると
、吸水性膜の防曇性が低下し、場合によっては吸水性膜が白濁する。吸水性膜が吸水性樹
脂を含む場合、シランカップリング剤に由来する金属酸化物成分は、吸水性樹脂１００質
量部に対し、０～１０質量部、好ましくは０．０５～５質量部、より好ましくは０．１～
２質量部の範囲で添加するとよい。
【０１０９】
（架橋構造）
　吸水性膜は、架橋剤、好ましくは有機ホウ素化合物、有機チタン化合物及び有機ジルコ
ニウム化合物から選ばれる少なくとも１種の架橋剤、に由来する架橋構造を含んでいても
よい。架橋構造の導入は、吸水性膜の耐摩耗性、耐擦傷性、耐水性を向上させる。別の観
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点から述べると、架橋構造の導入は、吸水性膜の防曇性能を低下させることなくその耐久
性を改善することを容易にする。
【０１１０】
　金属酸化物成分がシリカ成分である吸水性膜に架橋剤に由来する架橋構造を導入した場
合、その吸水性膜は、金属原子としてシリコンと共にシリコン以外の金属原子、好ましく
はホウ素、チタン又はジルコニウム、を含有することがある。
【０１１１】
　架橋剤は、用いる吸水性樹脂を架橋できるものであれば、その種類は特に限定されない
。ここでは、有機チタン化合物についてのみ例を挙げる。有機チタン化合物は、例えば、
チタンアルコキシド、チタンキレート系化合物及びチタンアシレートから選ばれる少なく
とも１つである。チタンアルコキシドは、例えば、チタンテトライソプロポキシド、チタ
ンテトラ－ｎ－ブトキシド、チタンテトラオクトキシドである。チタンキレ－ト系化合物
は、例えば、チタンアセチルアセトナート、チタンアセト酢酸エチル、チタンオクチレン
グリコール、チタントリエタノールアミン、チタンラクテートである。チタンラクテート
は、アンモニウム塩（チタンラクテートアンモニウム）であってもよい。チタンアシレー
トは、例えばチタンステアレートである。好ましい有機チタン化合物は、チタンキレート
系化合物、特にチタンラクテートである。
【０１１２】
　吸水性樹脂がポリビニルアセタールである場合の好ましい架橋剤は、有機チタン化合物
、特にチタンラクテートである。
【０１１３】
（その他の任意成分）
　吸水性膜にはその他の添加剤を配合してもよい。添加剤としては、防曇性を改善する機
能を有するグリセリン、エチレングリコール等のグリコール類が挙げられる。添加剤は、
界面活性剤、レベリング剤、紫外線吸収剤、着色剤、消泡剤、防腐剤等であってもよい。
【０１１４】
（膜厚）
　吸水性膜８１の膜厚は、要求される吸水特性その他に応じて適宜調整すればよい。吸水
性膜８１の好ましい膜厚は、１～２０μｍ、好ましくは２～１５μｍ、特に３～１０μｍ
である。
【０１１５】
（吸水性膜の成膜例）
　吸水性膜８１は、吸水性膜８１を形成するための塗布液をガラス板（合わせガラス）上
に塗布し、塗布した塗布液を乾燥させ、必要に応じてさらに高温高湿処理等を実施するこ
とにより、成膜することができる。塗布液の調製に用いる溶媒、塗布液の塗布方法は、従
来から公知の材料及び方法を用いればよい。塗布液の塗布に際しては、吸水性膜８１の膜
厚及びその分布の調整のために、合わせガラスの姿勢を適切に制御し、必要に応じて、塗
布しながら、あるいは塗布した後に、その姿勢を変更してもよい。
【０１１６】
　塗布液の塗布工程では、雰囲気の相対湿度を４０％未満、さらには３０％以下に保持す
ることが好ましい。相対湿度を低く保持すると、膜が雰囲気から水分を過剰に吸収するこ
とを防止できる。雰囲気から水分が多量に吸収されると、膜のマトリックス内に入り込ん
で残存した水が膜の強度を低下させるおそれがある。
【０１１７】
　塗布液の乾燥工程は、風乾工程と、加熱を伴う加熱乾燥工程とを含むことが好ましい。
風乾工程は、相対湿度を４０％未満、さらには３０％以下に保持した雰囲気に塗布液を曝
すことにより、実施するとよい。風乾工程は、非加熱工程として、言い換えると室温で実
施できる。塗布液に加水分解性シリコン化合物が含まれている場合、加熱乾燥工程では、
シリコン化合物の加水分解物等に含まれるシラノール基及び透明物品上に存在する水酸基
が関与する脱水反応が進行し、シリコン原子と酸素原子とからなるマトリックス構造（Ｓ
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ｉ－Ｏ結合のネットワーク）が発達する。
【０１１８】
　吸水性樹脂等の有機物の分解を避けるべく、加熱乾燥工程において適用する温度は過度
に高くしないほうがよい。この場合の適切な加熱温度は、３００℃以下、例えば１００～
２００℃であり、加熱時間は、１分～１時間である。
【０１１９】
　吸水性膜８１の成膜に際しては、適宜、高温高湿処理工程を実施してもよい。高温高湿
処理工程の実施により、吸水性と膜の強度との両立がより容易になりうる。高温高湿処理
工程は、例えば５０～１００℃、相対湿度６０～９５％の雰囲気に５分～１時間保持する
ことにより、実施することができる。高温高湿処理工程は、塗布工程及び乾燥工程の後に
実施してもよく、塗布工程及び風乾工程の後であって加熱乾燥工程の前に実施してもよい
。特に前者の場合には、高温高湿処理工程の後に、さらに熱処理工程を実施してもよい。
この追加の熱処理工程は、例えば、８０～１８０℃の雰囲気に５分～１時間保持すること
により、実施することができる。
【０１２０】
　また、塗布液から形成した吸水性膜８１は、必要に応じ、洗浄及び／又は湿布拭きを行
ってもよい。具体的には、吸水性膜８１の表面を、水流に曝したり、水を含ませた布で拭
いたりすることにより実施できる。これらで用いる水は純水が適している。洗浄のために
洗剤を含む溶液を用いることは避けたほうがよい。この工程により、吸水性膜８１の表面
に付着した埃、汚れ等を除去して、清浄な塗膜面を得ることができる。
【０１２１】
　以上の説明から明らかなように、吸水性膜の好ましい形態としては、以下が挙げられる
。
ａ）吸水性樹脂１００質量部に対し、金属酸化物成分を０．１～６０質量部、撥水基を０
．０５～１０質量部含む、吸水性膜。
ｂ）撥水基は、炭素数１～８、特に４～８の鎖状アルキル基であり、撥水基は、金属酸化
物成分を構成する金属原子に直接結合しており、金属原子がシリコンである、吸水性膜。
ｃ）金属酸化物成分の少なくとも一部が、吸水性膜を形成するための塗布液に添加された
、加水分解性金属化合物又は加水分解性金属化合物の加水分解物に由来する金属酸化物成
分であって、加水分解性金属化合物は、撥水基を有する加水分解性金属化合物、及び撥水
基を有しない加水分解性金属化合物から選ばれる少なくとも１種である、吸水性膜。
ｄ）撥水基を有しない加水分解性金属化合物が、テトラアルコキシシラン及びシランカッ
プリング剤から選ばれる少なくとも１種を含む、ｃ）の吸水性膜。
【０１２２】
＜基材＞
　防曇部材８を構成する基材８５は、樹脂フィルムが好適である。樹脂フィルムを構成す
る材料としては、ポリエチレン、ポリプロピレン等のポリオレフィン、ポリエチレンテレ
フタレート等のポリエステル、ポリカーボネート、ポリイミド、トリアセテート、ポリテ
トラフルオロエチレン等のフッ素樹脂等を例示できる。基材８５の好ましい厚さ及び熱伝
導率については上述したとおりである。上述した好ましい熱伝導率を具備する樹脂フィル
ムとしては、ポリエステルフィルムである東洋紡社「コスモシャインＡ４３００」が挙げ
られる。
【０１２３】
＜粘着剤層＞
　防曇部材８を構成する粘着剤層８２を構成する粘着剤としては、ゴム系粘着剤、アクリ
ル系粘着剤、シリコーン系粘着剤、ウレタン系粘着剤等の各種粘着剤を使用できる。ガラ
ス板５の表面に貼りつける防曇部材８の粘着剤層８２には、透明性に優れたアクリル系粘
着剤が適している。粘着剤層８２の厚みは、特に制限はなく、粘着剤の種類等に応じて適
宜設定すればよいが、例えば１～５００μｍ、特に１０～１００μｍである。
【０１２４】
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　以下は、ガラス板上に形成した吸水性膜の諸特性を確認した例である。まず、作製した
サンプルの特性を評価した方法を説明する。
【０１２５】
（１）外観
　サンプルの透明性及びクラックの有無を目視で観察し、下記の基準で評価した。
　○：良好
　△：僅かに白濁が認められる。
　×：膜中にムラ、白濁、クラック等が認められ、実用上問題がある。
【０１２６】
（２）膜厚
　サンプルを、室温２０℃、相対湿度５０％の環境下に１時間放置した後、KLA Tencor社
製の表面形状測定器α-Step500を用いて吸水性膜の膜厚を測定した。
【０１２７】
（３）接触角
　サンプルを、室温２０℃、相対湿度５０％の環境下に１時間放置した後、協和界面科学
社製の接触角計（CA-A）を用いて約４μＬ（＝４ｍｇ）の水滴を吸水性膜の表面に滴下し
、吸水性膜の表面におけるその水滴の接触角を測定した。
【０１２８】
（４）防曇性
　サンプルを、室温２０℃、相対湿度３０％の環境下に１時間放置した。一方で、恒温水
槽に水温を４０℃に保持した温水を収容し、その温水の上方にサンプルを吸水性膜が水蒸
気に晒されるように配置し、吸水性膜に曇りが認められるまでの時間を測定した。なお、
吸水性膜を設けていないガラス板（ソーダライムガラス板）では、１０秒以下で曇りが確
認された。曇りが形成されるまでの時間を下記の基準で評価した。
　◎：８５秒超で曇りが確認された。
　○：６０秒超８５秒以下で曇りが確認された。
　△：３０秒超６０秒以下で曇りが確認された。
　×：３０秒以下で曇りが確認された。
【０１２９】
（５）吸水特性
　マイクロトラックベル株式会社の蒸気吸着量測定装置「ＢＥＬＳＯＲＰ－１８ＰＬＵＳ
　ＨＴ」を用い、定容量法により、サンプルについて、水蒸気の吸脱着特性を測定した。
測定温度は１０℃とした。この測定により、各相対湿度における吸着等温線上の吸水量（
例えば相対湿度７０％の吸水量Ａ70）、脱着等温線上の吸水量（例えば相対湿度７０％の
吸水量Ｄ70）、及び飽和吸水量を得た。
【０１３０】
　測定した吸着等温線及び脱着等温線に基づき、それぞれの形状が相対湿度２０～９０％
の全域において下に凸であった場合（条件Ａ１、Ａ２を満たした場合）を○、これ以外を
×と評価した。また、吸着等温線又は脱着等温線上の相対湿度９５％の吸水量Ａ95又はＤ

95から相対湿度７０％の吸水量Ａ70又はＤ70を差し引いた値を飽和吸水量ＷＳにより除し
た値（（Ａ95－Ａ70）／Ｗｓ又は（Ｄ95－Ｄ70）／Ｗｓ）が３５％又は３０％を超えた場
合（条件Ｂ１、Ｂ２を満たした場合）を○、これ以外を×と評価した。
【０１３１】
（実施例１）
　ポリビニルアセタール樹脂含有溶液（積水化学工業社製「エスレックＫＸ－５」、固形
分８質量％、アセタール化度９モル％、ベンズアルデヒドに由来するアセタール構造を含
む）８７．５質量％、ｎ－ヘキシルトリメトキシシラン（ＨＴＭＳ、信越シリコーン社製
「ＫＢＭ－３０６３」）０．２６質量％、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン
（ＧＰＴＭＳ、信越シリコーン社製「ＫＢＭ－４０３」）０．１０質量％、テトラエトキ
シシラン（ＴＥＯＳ、信越シリコーン社製「ＫＢＥ－０４」）１．３９質量％、アルコー
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８７質量％、酸触媒として塩酸０．０１質量％、レベリング剤（信越シリコーン社製「Ｋ
Ｐ－３４１」）０．０１質量％をガラス製容器に入れ、室温（２５℃）で３時間撹拌する
ことにより、吸水性膜形成用塗布液を調製した。
【０１３２】
　次いで、洗浄したフロート板ガラス（ソーダライムシリケートガラス、厚さ３．１ｍｍ
、サイズ１００×１００ｍｍ）上に、室温２０℃、相対湿度３０％の環境下で、塗布液を
フローコート法により塗布した。同環境下で１０分間乾燥させた後、１２０℃の（予備）
加熱処理を実施した。その後、上述の雰囲気及び時間を適用して高温高湿処理を実施し、
さらに、同じく上述の雰囲気及び時間を適用して追加の熱処理を実施し、サンプルを作製
した。
【０１３３】
（実施例２～３）
　表１の組成となるように、実施例１と同様の手順で吸水性膜形成用塗布膜を調製し、サ
ンプルを作製した。
【０１３４】
　吸水性膜の成分及びサンプルの評価結果を表１～３に示す。表１では、吸水性樹脂の質
量部を１００として各成分の質量部を示している。
【０１３５】
【表１】

【０１３６】
【表２】

【０１３７】
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【表３】

【０１３８】
　ガラス板に代えて、予め裏面に粘着剤層を形成したポリエステルフィルム（東洋紡社「
コスモシャインＡ４３００」）を用いた以外は同様にして作製した防曇部材から、上記と
同程度の実用性が高い防曇性と、上記と同様の吸脱着等温線と、９０％以上の高い可視光
透過率が得られることが確認された。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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